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明けましておめでとう
ございます
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英
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田
吉
五
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古
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寿
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今
年
の
夢
は
？

●
卯
年
に
相
応
し
く
、
会
員
拡
大

へ
ジ
ャ
ン
プ

●
年
金
・
医
療
・
介
護
制
度
の
改

善
へ
踏
み
出
す
端
緒
の
年
に

●
東
京
清
掃
の
闘
い
が
前
進
し
、

各
区
で
新
規
採
用
獲
得
に
目
処

●
派
遣
法
の
抜
本
改
正
と
国
鉄
労

働
者
１
０
４
７
名
Ｊ
Ｒ
不
採
用

問
題
の
完
全
解
決

●
核
の
廃
絶
と
平
和
の
実
現

　

今
年
も
、「
現
・
退
一
致
」
の
取

組
み
を
一
層
強
め
、
こ
れ
ら
の
課

題
を
実
現
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
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退
職
者
会
員
・
ご
家
族
の
皆
様
、

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
中
央
執
行
委
員
会
を
代
表

し
て
、
新
し
い
年
を
迎
え
ひ
と
こ

と
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

わ
が
組
合
は
、
地
公
労
法
適
用

の
単
一
労
働
組
合
と
し
て
24
当
局
・

区
長
会
と
の
労
使
関
係
の
も
と
、

賃
金
確
定
闘
争
、
予
算
・
人
員
要

求
闘
争
な
ど
の
労
働
条
件
確
保
と
、

住
民
本
意
の
清
掃
事
業
の
確
立
に

向
け
た
闘
い
を
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

　

退
職
者
会
も
３
年
前
の
再
建
後
、

積
極
的
に
諸
活
動
を
進
め
て
い
た

だ
き
着
実
に
会
員
拡
大
（
現
在
61

名
）
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ま

だ
ま
だ
加
入
率
は
低
い
状
況
で
す
。

今
後
も
、
現
職
と
連
携
を
密
に
し

た
協
力
体
制
を
確
立
す
る
な
か
で

会
員
拡
大
を
目
指
し
、
本
部
と
し

て
も
引
き
続
き
、
積
極
的
に
支
援

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
を
取
り
巻
く
状
況
は
従

前
に
も
増
し
て
厳
し
く
、
現
業
職

場
の
民
間
委
託
化
は
、
政
治
的
に

推
し
進
め
ら
れ
、
法
や
制
度
の
改

悪
な
ど
に
よ
り
労
働
分
野
の
規
制

緩
和
を
行
い
な
が
ら
攻
撃
が
一
層

強
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
球
規
模
の
環
境
問
題

の
高
ま
り
の
中
で
、
資
源
循
環
型

社
会
へ
の
変
革
が
ま
す
ま
す
求
め

ら
れ
て
お
り
、
資
源
循
環
型
廃
棄

物
行
政
の
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
民
主
党
連
立
政
権
が
誕

生
し
ま
し
た
が
、
長
年
の
自
民
党

政
権
に
よ
る
余
り
に
も
大
き
な
負

の
遺
産
が
立
ち
ふ
さ
が
り
、
景
気

低
迷
の
状
況
と
相
ま
っ
て
厳
し
い

運
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
自
治
体
労
働
者
に
対
す

る
民
間
委
託
や
定
数
削
減
、
賃
金

切
り
下
げ
な
ど
の
攻
撃
が
厳
し
い

状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
予
算
・
人

員
要
求
を
は
じ
め
、
年
金
制
度
改

善
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
廃
止
・

介
護
保
険
制
度
改
善
な
ど
退
職
者

会
の
仲
間
と
共
に
地
公
労
法
適
用

の
単
組
東
京
清
掃
と
し
て
す
べ
て

の
闘
い
を
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

　

大
先
輩
で
あ
る
退
職
者
会
の
皆

様
の
引
き
続
き
の
ご
協
力
を
お
願

い
す
る
と
共
に
、
今
年
が
良
い
年

で
あ
る
よ
う
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　

新
年
お
目
出
度
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

会
員
及
び
ご
家
族
の
皆
さ
ん
方

に
は
、
良
い
正
月
を
迎
え
ら
れ
た

も
の
と
思
い
ま
す
。
今
年
も
飛
躍

の
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
祈
念
致
し

ま
す
。

　

東
京
清
掃
退
職
者
会
は
再
結
成

さ
れ
満
３
年
に
な
ろ
う
と
し
て
い

ま
す
。
そ
の
間
「
大
旅
行
」
を
始

め
「
ハ
イ
キ
ン
グ
」「
学
習
会
」「
各

種
他
退
職
者
会
と
の
交
流
」
等
々

の
活
動
を
し
て
来
ま
し
た
。
ま
だ

ま
だ
満
点
ま
で
は
行
っ
て
い
ま
せ

ん
が
、
皆
さ
ん
方
と
共
に
頑
張
っ

て
行
く
所
存
で
す
。

　

本
年
の
目
標
は
、
仲
間
（
会
員
）

を
多
く
し
、
共
通
の
問
題
で
協
力

し
会
員
同
志
の
親
睦
と
交
流
を
進

め
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

東
京
清
掃
労
組
は
、
先
般
の
定

期
大
会
で
「
労
働
条
件
の
向
上
と

住
民
に
対
す
る
安
心
安
全
な
公
共

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
及
び
安
心
し
て

働
け
る
清
掃
事
業
を
確
立
す
る
た

め
、
一
丸
と
な
り
闘
い
ぬ
く
」
と

決
議
し
ま
し
た
。
私
共
の
退
職
者

会
も
現
職
組
合
と
共
闘
一
致
し
て

活
動
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

　

あ
い
変
ら
ず
高
齢
者
を
取
り
巻

く
状
況
は
き
び
し
く
、
①
年
金
制

度
、
②
高
齢
者
医
療
制
度
、
③
介

護
保
険
制
度
そ
の
他
多
く
の
問
題

が
あ
り
ま
す
。
当
面
、
要
求
実
現

を
目
指
し
て
都
知
事
選
挙
、
統
一

自
治
体
選
挙
に
勝
利
し
、
住
み
良

い
環
境
を
作
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
「
ウ
サ
ギ
」
の
年
で
す
。
ピ
ョ
ン

ピ
ョ
ン
元
気
よ
く
は
ね
ま
し
ょ
う
。

地
公
法
適
用
単
組
東
京

清
掃
と
し
て
す
べ
て
の

　

闘
い
を
全
力
で

東
京
清
掃
労
働
組
合

　
　

中
央
執
行
委
員
長　

西　
川　

卓　
吾

東
京
清
掃
労
働
組
合
退
職
者
会

　
　
　
　

会　

長　
　
　

渡　
辺　

昭　
之

仲
間
を
増
や
し
、
要
求

実
現
へ
「
現
・
退
一
致
」

で
頑
張
り
ま
し
ょ
う
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東京清掃退職者会
「新春の集い」

●日　時　１月 22 日（土）
12 時 15 分集合
12 時 30 分開会

●場　所　小石川後楽園
涵徳亭（かんとくてい）

●会　費　3,000 円
※返信用ハガキに記載いただい

た「近況報告」は２月号に
載せる予定です。

東京清掃退職者会
春のウオーキング

●コース　寅さんの柴又帝釈
天と矢切の渡し

●日　時　３月 28 日（月）
10 時「 柴 又 」 駅
集合の予定

※参加のご案内は２月になって
からお送りします。

表
し
た
「
新
年
金
制
度
検
討
会
・
中
間

の
ま
と
め
」は
、①
全
て
の
年
金
一
元
化
、

②
最
低
保
障
、
③
負
担
と
給
付
の
明
確

化
、
④
持
続
可
能
、
⑤
消
え
な
い
年
金
、

⑥
未
納
未
加
入
ゼ
ロ
、
⑦
国
民
的
議
論

を
七
原
則
と
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
れ
に
対
し
自
治
退
は
、
(1)
現
制
度

を
維
持
す
べ
き
で
な
い
と
す
る
理
由
・

根
拠
を
実
証
的
に
示
す
べ
き
、
(2)
新
制

度
移
行
に
要
す
る
時
間
と
コ
ス
ト
・
リ

ス
ク
へ
の
対
処
を
示
す
べ
き
、
(3)
こ
れ

ま
で
の
加
入
者
に
約
束
し
て
き
た
給
付

の
履
行
が
前
提
、
(4)
国
民
年
金
に
所
得

比
例
分
を
付
加
し
て
被
用
者
年
金
と
一

元
化
す
る
こ
と
は
不
可
能
、
(5)
消
費
税

を
財
源
と
す
る
最
低
保
障
年
金
は
、
企

業
負
担
の
家
計
転
嫁
・
年
金
受
給
者
の

保
険
料
二
重
払
い
に
な
る
と
の
見
解
を

示
し
た
上
で
、
年
金
制
度
の
検
討
は
負

担
と
給
付
の
関
係
を
実
証
的
に
行
う
べ

き
も
の
で
あ
り
、
軽
率
な
制
度
い
じ
り

に
な
じ
ま
な
い
と
主
張
し
て
い
ま
す
。

年金・医療・介護
高齢者福祉拡充に黄信号

の
の
、
少
な
く
と
も
現
行
制
度
よ
り
ま

し
と
い
え
ま
す
。

　

政
府
は
、
１
月
に
法
案
提
出
、
３
月

に
法
案
成
立
、
13
年
４
月
施
行
を
目
標

に
し
て
い
ま
す
が
、
現
行
制
度
の
継
続

を
主
張
す
る
大
企
業
本
位
の
抵
抗
勢
力

を
跳
ね
返
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

廃
止
と
新
制
度
へ
の
移
行
に
む
け
て
設

置
さ
れ
た
「
高
齢
者
医
療
制
度
改
革
会

議
」
は
、12
月
20
日
に
「
最
終
の
ま
と
め
」

を
発
表
し
、
法
案
検
討
の
段
階
を
迎
え

て
い
ま
す
。

　

最
終
案
の
主
要
な
内
容
は
、
①
年
齢

別
の
制
度
を
廃
止
し
高
齢
者
は
健
保（
共

済
）
か
国
保
に
加
入
、
②
国
保
は
都
道

府
県
単
位
に
広
域
化
す
る
が
、
二
段
階

と
し
、
第
一
段
階
で
は
75
歳
以
上
を
広

域
、
74
歳
以
下
は
別
保
険
料
、
③
健
保

か
ら
国
保
へ
の
財
政
調
整
は
当
面
75
歳

以
上
で
設
定
、
④
70
〜
74
歳
の
窓
口
負

担
を
２
割
に
引
き

上
げ
る
と
い
う
も

の
で
す
。

　
「
改
革
会
議
」

は
利
害
の
異
な
る

団
体
の
意
見
調
整

も
必
要
だ
っ
た
こ

と
等
に
よ
り
、
必

ず
し
も
私
た
ち
の

要
求
に
沿
う
も
の

と
は
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
不
十
分

な
部
分
が
あ
る
も

期
待
を
込
め
て
10
年
前
に
ス
タ
ー
ト
し

た
介
護
保
険
制
度
は
、
小
泉
路
線
の
下
、

05
年
の
見
直
し
に
よ
り
軽
度
者
・
生
活

支
援
給
付
を
抑
制
し
た
た
め
、
多
く
の

高
齢
者
が
利
用
を
制
限
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

政
府
は
、
第
二
次
制
度
改
正
に
む
け

て「
社
会
保
障
審
議
会
・
介
護
保
険
部
会
」

等
で
審
議
し
、
介
護
報
酬
・
診
療
報
酬

同
時
改
訂
に
あ
わ
せ
て
来
年
の
施
行
を

め
ざ
し
て
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
財
務
省
の
「
ペ
イ
・
ア
ズ
・

ユ
ー
・
ゴ
ー
＝
払
っ
た
者
だ
け
が
通
れ
」

と
い
う
方
針
に
拘
束
さ
れ
、
審
議
会
の

ま
と
め
は
要
介
護
度
の
高
い
者
へ
の
給

付
を
優
先
し
た
も
の
の
、
要
介
護
度
の

低
い
者
や
低
所
得
者
施
策
の
切
り
捨
て
・

負
担
増
を
特
徴
と
す
る
内
容
で
す
。

　

財
政
枠
内
に
論
議
を
閉
じ
込
め
る
こ

と
な
く
、
抜
本
的
な
改
善
の
シ
ナ
リ
オ

へ
向
け
て
、
介
護
保
険
制
度
発
足
時
の

理
念
に
立
ち
返
り
、
介
護
の
社
会
化
を

進
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

年
金
制
度
　

政
府
が
昨
年

６
月
29
日
に
発

高
齢
者
医
療

介
護
保
険
　
「
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
」
の

　

介
護
の
社

会
化
へ
の
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■３つの補償
①傷害事故

日常生活における偶然な外来事故でケガをした場合

②賠償事故
日常生活における法律上の賠償事故

③携行品損害
日本国内における被保険者の居住する住宅外での携行
品の突発的事故による損害

■今回追加された新サービス
(1) 自治退の医療相談ダイヤル
　①健康・医療相談

経験豊富な看護師が的確に対応

安心総合共済
年間加入の申込は２月末日まで

　
「
安
心
総
合
共
済
」
は
、
自
治
体

退
職
者
会
が
取
り
扱
う
退
職
者
会

の
会
員
向
け
損
害
保
険
で
す
。

　

交
通
事
故
を
含
む
ケ
ガ
を
さ
れ

た
と
き
な
ど
の
「
①
傷
害
事
故
」、

他
の
方
に
ケ
ガ
を
負
わ
せ
た
り
、

器
物
を
損
傷
し
た
と
き
の
法
律
上

の
「
②
賠
償
事
故
」、
外
出
時
に
お

け
る
身
の
回
り
品
の
損
害
等
の「
③

携
行
品
損
害
」
に
対
す
る
補
償
が

対
象
に
な
り
ま
す
。

色
が
な
く
、
構
成
員
の
年
齢
構
成

を
考
慮
す
れ
ば
、
掛
金
も
安
く
、

加
入
に
あ
た
り
年
齢
制
限
が
な
く
、

医
師
の
審
査
も
不
要
な
こ
と
な
ど
、

会
員
向
け
に
特
化
し
た
こ
と
に
よ

る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
更
新
分
か
ら
新
た
に
①

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
・
ア
ル
バ
ト
ロ

ス
費
用（
オ
プ
シ
ョ
ン
）、②
メ
デ
ィ

カ
ル
ア
シ
ス
ト
が
導
入
さ
れ
る
な

ど
、
契
約
内
容
が
一
部
変
更
に
な

■掛金と保険金額
契約タイプ Ａタイプ（本人のみ） Ｂタイプ（夫婦型）

傷害天災補償 付き なし 付き なし

傷
害
事
故

本
人

死　　　亡 250 万円
入院保険金日額 3,500 円 4,000 円 3,500 円 4,000 円
手術保険金 ＊種類に応じ入院保険金日額の 10・20・40 倍
通院保険金日額 2,000 円 2,500 円 2,000 円 2,500 円

配
偶
者

入院保険金日額 3,500 円 4,000 円
手術保険金 ＊本人と同じ
通院保険金日額 2,000 円 2,500 円

賠償事故 １億円
携行品損害 50 万円（免責１事故ににつき 3,000 円）

年間掛金（一括払い） 13,270 円 18,280 円 24,280 円 32,690 円
ホールインワン・
アルバトロス費用 20 万円

年間掛金（一括払い） 2,470 円プラス 3,700 円プラス

　
「
安
心
総
合
共
済
」
は
、

民
間
他
社
の
損
害
保
険
と

比
較
し
て
補
償
内
容
に
遜

り
ま
し
た
。
特
に
、「
医
療

　②医療機関案内
夜間の救急医療機関や旅行先で
の最寄り医療機関等の案内

　③緊急医療相談
専門医が 24 時間常駐、突然の
発病やケガに的確にアドバイス

　④予告制専門医相談
より高度で詳細な医療に関する
相談に専門医が対応。（予約制）

(2) ホールインワン・アルバトロス
費用　　オプションです。

■加入手続き
＊新規加入は、２月 28 日までに郵

便局で専用の「払込票」を提出し
「現金」をお支払いください。

＊更新加入は、「口座引き落とし」可

相
談
ダ
イ
ヤ
ル
」
は
大

い
に
役
立
つ
制
度
だ
と

思
い
ま
す
。

　

な
お
、
新
規
加
入
は

９
月
末
ま
で
の
中
途
加

入
も
可
能
で
す
の
で
、

他
の
保
険
か
ら
切
換
え

る
場
合
も
安
心
で
す
。

　

こ
の
際
、
加
入
に
つ

い
て
是
非
検
討
し
て
く

だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
「
安
心
総

合
共
済
」

の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を

ご
覧
く
だ

さ
い
。
問

合
せ
は
清

掃
退
職
者

会
へ
。


